
～地域の希望の見える化～
西条市まちづくりマップ

西条市企画情報部地域振興課



背景

人口減少・少子高齢化社会

地域での人口構造は激しく変化

（若年層 働き手の減少など）

地域の困りごとは多様化・複雑化…

従来通りの行政や企業の支援・
サービスにも限界が…



≒ふるさと基金、コミュニティ財団
コミュニティ財団：市民が中心になって、資金を
出し合って設立する財団。

自分たちが直面している問題を解決するために、
自分たちでお金を出し合いそのお金の活用を自ら
主体的に決めていくもの。
言わば、「市民みんなのお財布」「市民が中心に
運営する財団」で、市民･行政による「協働のま
ちづくり」の形です。

ローカルファンドとは？



なぜ今、ローカルファンドが必要？

個別の資金負担を軽減
し、協働･お互い様
ベースで取組みやすく

自分たち皆で課題を解決できる手段・仕組み
将来の世代まで続く安心感ある社会をつくるために

①活動資金

地域課題解決の活動
のための資金確保に
苦労、補助金頼り…

②人々の関わり

限られた人のみが地域
課題の解決に取り組ん
でいる

誰もが地域の課題を認知

活動や応援の意味を実感

実行・応援しやすく

現

状



【行政から】
・補助金の運営委託

【市民から】
・寄付
・遺贈寄付
・出資

【民間企業から】
・寄付
・出資
・融資（金融機関）

●助成
公益活動への補助金
事業指定寄付制度
冠基金による助成制度

●助成＋融資
金融機関との協調融資

●融資
コミュニティビジネス
支援融資

●西条市版ＳＩＢ
（ソーシャルインパクト
ボンド）行政補助金等を
成果型へ移行

●地域通貨
＝人と人をつなぐ交換ツ
ール
電子マネーの活用等

活用例資金調達例
Point：社会的収益の見える化

Point：社会的認証（信用）

西条市版ローカルファンドが目指すところ

西条市ふるさと基金（仮称）

助成

地域課題の解決と地域資源を活用した地域
活性化を推進するためのコミュニティビジ
ネス等の支援

融資投資
コーディネート

＆

※ハンズオン

西条市の将来像

【人がつどい、まちが輝く、

快適環境実感都市】
★ヒト・モノ・カネ
が地域で循環

★ソーシャル
イノベーション

★豊かで自立した持続
可能な地域社会の形成

★幅広い市民参加、
人のつながりが
支える地域

※投資先の運営に参画すること

★産業の新たな流れ
仕事と家庭の
バランス良い暮らし

西条市版ローカルファンド（ふるさと基金）構想

ノウハウを持った
専門家や地域の団体



ローカルファンド研究会について

①年間5回の開催を通じ、まずはローカルファンドを

認知する

②先進事例からこの地域での課題解決の道筋を考える

地域課題解決のために何が出来るのか、どのよう

なアプローチを実践するのか

基金の活用などを幅広くイメージする

長期的目標

西条市の特性に合う「市民が中心で運営する基金」創設

今年度の活動



まちづくりマップ作成の目的

その活動（熱意や勇気）を「見える化」して共有

各団体 西条を元気にしたい、より良くしたいと
いった熱い想いをもって活動を展開している

何か行動を起こした
い人が活動を知り、
まちづくりに関わり
やすく

みんなが地域の

当事者としてまち
の未来を考える

各団体間の

横の連携



特定非営利活
動法人
西条自然学校

笑呼心製作所

STONE HAMMER
実行委員会

Interior 
community space
「まちでこ」

特定非営利活動法人
石鎚森の学校

NPO法人西条ま
ちづくり応援団

西条市まちづくりマップ 全体図
これは、西条市内でさまざまな活動をしておられる人やグループ、団体のうち、西条市事務局

が知り得る皆さんの活動拠点をマッピングしたものです。

大豆トラスト西
条

特定非営利活動法人
うちぬき21プロジェクト

祭彩華

ぼうさいじょ

ほっこりな仲間達 ケアカフェ西条 コラボ西条

さまざまな場所での活動

まちづくりマップについて

※これはイメージです

活動分野ごとにマッピング予定


